
野村信介の村政と議会報告会 令和5年2月19日

ようこそお越しくださいました！



立村70年に向けて

1956年（昭和31年）

山添村発足

2026年（令和8年） 70周年！

終戦から約80年

団塊世代が八十路に



山添村・立村70年に向けて

かつて存在した山添村

山形県山添村 1889～1952（63年間）

岐阜県山添村 1897～1950（53年間）

私たち山添村 1956～？（現在67年目）
自分たちの山添村を長生きさせたい！



今年は、あの住民投票から20年！
2003年の住民投票で合併を選択して
いたら？

歴史に「もし」はないが、、、

今、自分たちがこの地域の担い手だ
という意識は維持できただろうか？



今年は、住民投票から20年！

山添村民＝山添人



立村70年に向けて

山添村発足 村史発刊 住民投票 現在 70周年 100周年

1956 1987    1993 2000   2008 2023 2026 2056

中学校統合 上津ダム 小学校完全統合

布目ダム

1949
↑

分校設立

↑
2024分校
創立75周年



山添分校の問題

2016年（H28 ）から本校化を目指していた。
山添分校村立移管に係る準備会

村立山添分校本校化推進委員会



本校化とは？
なぜ分校のままでは

だめなのか？

山添村立奈良県立山辺高等学校山添分校

設置者が山添村

管理者が奈良県



本校化とは
新しい学校を創ること

現在の山添分校 ➡ ・・・・

山添村立〇〇高等学校をスタート
分校 村立本校
〇〇〇〇年 〇〇〇〇年

3月 4月 3月 4月

卒業 入学 卒業 入学



本校化とは
新しい学校
を創ること

本校化推進員会で議論は

相当に進んでいた。

令和5年4月の開校に向け、
校名募集のポスターさえ

準備が始まっていた。
（令和2年12月の委員会資料より）



山添分校の問題

2016年（H28 ）から本校化を目指していた。
山添分校村立移管に係る準備会

村立山添分校本校化推進委員会

2021年（R3）本校化の優先順位を下げる
方針（前村長）。

同年秋 現村長当選

2022年（R4）9月全員協議会にて、
本校化断念、廃校を検討している旨の報告。



新村長が
「本校化を一から検討し

なおす」と
言ったにもかかわらず

多くの村民（私達議員も含めて）
2022年令和4年9月の全員協議会にて

「本校化断念・廃校を検討している」との

発言があるまで、問題意識は低かった。



山添分校の問題
2022年（R4）12月定例議会

私の一般質問に対する村長の答弁



山添分校の問題
学校の運営費は、どれくらい？

小学校～高等学校の「教育費」は、6千万円～1億円程度（村全体の総支出の３％以下）

この教育費のなかの学校管理費の比較（平成30年～令和3年を概ねの金額で提示）

◉ 学校 学校管理費（決算額） 基準財政需要額 概ねの比率
山添分校 1200～1500万円 3100～3400万円 （40～48％）
山添中学校 1800～2500万円 2800～3000万円 （60～90％）
山添小学校 3000～3500万円 4500～4800万円 （70～80％）

（基準財政需要額とは、国からの地方交付税の算出の基になるもの）



山添分校の問題
山添分校の学校管理費は、なぜ、これだけで済んでいるのか？

現在の分校スタッフ

教頭1名、講師・教諭7名、非常勤講師10名、実習助手1名、校務員1名

公立の定時制高等学校教員は、原則として都道府県費で雇用。

（市町村立学校職員給与負担法第2条）。

仮に、このまま本校化するすれば、

さらに、校長１名、事務長1名、指導主事1名（学校教育法施行規則第82条）、

さらに、非常勤講師数名が必要になる。
県費で雇用される校長以外の職員の給与が村負担となる（2500万円前後か）。



山添分校の問題
このまま分校が本校化したら、運営費は、どれくらいになるか？

小学校～高等学校の「教育費」は、6千万円～1億円程度（村全体の総支出の３％以下）

この教育費のなかの学校管理費の比較（平成30年～令和3年を概ねの金額で提示）

◉ 学校 学校管理費（決算額） 基準財政需要額 概ねの比率
山添分校 1200～1500万円 3100～3400万円 （40～48％）
山添中学校 1800～2500万円 2800～3000万円 （60～90％）
山添小学校 3000～3500万円 4500～4800万円 （70～80％）

（基準財政需要額とは、国からの地方交付税の算出の基になるもの）

山添本校 3500～4000万円 3100～3400万円 （110～130％）

その他、校長室や教室の整備などに、1000万円程度（単年で済む）
耐震工事は、本校舎は完了済み

この増額を、高いと感じるか？
これくらい必要と考えるか？



山添分校の問題

2022年（R4）12月定例議会 一般質問

2023年（R5） 1月全員協議会
R6年度の入学募集を停止し、
本校化はゆっくり検討と、提案されたが、
拙速であるとの理由など多数で、提案断念。

9月以降、議論がまったく行われていないから。
議会に対しても、
教育委員会定例会においても。

ようやく、
11月から「本校化推進委員会」が再開されたのみ。



教育長の提案を
図式すると・・・

分校
2023年（R5） 2024年（R6）

3月 4月 3月 4月

卒業 入学 卒業 （入学）

村立本校
〇〇〇〇年
4月遮断



分校の2025年度の入学選考は行われるが、

2023（R5） 2024（R6） 2025（R7）
2月 3月 4月 3月 4月 3月 4月

分校

現在 卒業 入学 卒業 入学 卒業 入学

分校 村立本校
2023（R5） 2024（R6） 2025（R7）

2月 3月 4月 3月 4月 3月 4月

現在 卒業 入学 卒業 入学 卒業 入学

本校化を実現するには、なにを
しなければならないのか？ ハードルはなにか？



なにをしなければならないのか？
事務的なことを挙げると
県との打ち合わせ・協議 ⇒ 県の認可

①申請認可 設置条例・管理運営規則作成 各種規定など

⇒ 議会の審議と承認

②校名募集

③施設整備 校長室 事務管理 教室整備

④開校業務 校歌・校旗・制服、教科書、入試要項、

同時に閉校準備

⑤学校説明会・入試準備

⑥同窓会や後援会への周知徹底

山添分校の問題



なにをしなければならないのか？
本校化へのハードルはなにか？

①分校の価値を見直す。

②分校のあり方を考え直す。

③大和高原の東端に存在し、伊賀に隣接することを

利点とする。

④将来の負担ではなく、村の将来への投資とする。

山添分校の問題



なにをしなければならないのか？
ハードルはなにか？

①分校の価値を見直す。

子供達にとって、じっくり自分や社会を見つめなおす安全な場所と時間が必要。

山添村と言う地の利を生かした時、それは豊かに残る里山の原石。

そんな環境で自分自身をゆっくりと見つめて、受け入れられている中で、発芽する
若い可能性を見守る場所はまさに必要とされている。

通信科教育では、決して得られないものがある。

ここまで来て、初めて自分の場所、成長する場所がある。

山添分校の問題



なにをしなければならないのか？
ハードルはなにか？

②分校のあり方を考え直す。

地域との繋がりが不足（全国的な傾向にあるが）。
村立の学校なのだから。

村民に、私達の学校という認識が足りない。

私達の関心が低い。

分校も、まだ殻に閉じこもっている。

山添分校の問題



なにをしなければならないのか？
ハードルはなにか？

①分校の価値を見直す。

②分校のあり方を考え直す。

③大和高原の東端に存在し、伊賀に隣接することを

利点とする。

④将来の負担ではなく、村の将来への投資とする。

山添分校の問題





今年は、住民投票から20年！



今年は、住民投票から20年！



なにをしなければならないのか？
ハードルはなにか？

④将来の負担ではなく、村の将来への投資とする。

分校があるから移住したくなる！

農業教育立村が、一番適している。

山添分校の問題



なにをしなければならないのか？
ハードルはなにか？

④将来の負担ではなく、村の将来への投資とする。

本校化する学校の規模は？

公立高等学校の適正配置及び教職員定数の標準等に関する法律

第5条が削除されたために、小さな本校の設置が許されている。

（高等学校の本校の規模は、一学年の定員が80人以上とされていた）

つまり、

最初から小規模校を想定し、一人一人に丁寧な指導が行き届く学校を創
ることが可能。

山添分校の問題

https://elaws.e-gov.go.jp/document?lawid=336AC0000000188_20221128_504AC1000000092


なにをしなければならないのか？
ハードルはなにか？

④将来の負担ではなく、村の将来への投資とする。

良き前例がある！

1950（S25）西吉野村立県立五條高等学校賀名生分校設立
2005（H17） 五條市立県立五條高等学校賀名生分校
2021年（R3） 本校化 五條市立西吉野農業高等学校

★蛇足だが、旧都祁村の人は、山辺高等学校に何ができる？

山添分校の問題



なにをしなければならないのか？
ハードルはなにか？

④将来の負担ではなく、村の将来への投資とする。

唯一無二の存在を活かす。

ユニークな存在。

山添村にしかできない教育。

地元の高等学校が無くなると言われたら、

市町村長は県に泣いて懇願する！

村の“終活”をしている場合ではない！

山添分校の問題



なにをしなければならないのか？
ハードルはなにか？

①分校の価値を見直す。

②分校のあり方を考え直す。

③大和高原の東端に存在し、伊賀に隣接することを

利点とする。

④将来の負担ではなく、村の将来への投資とする。

山添分校の問題

山添村民＝山添人



今年は、住民投票から20年
分校創立 75年

山添村立村 67年

山添村民＝山添人

独立独歩の自覚と覚悟



今年は、住民投票から20年
分校創立 75年

山添村立村 67年
村長への要望！

もっと幅広い声を聞け。

本校化プロジェクトを！

若者を入れて、卒業生を入れて。

権力の亡者になるな。



私のブログも読んでください。

ご清聴ありがとうございます。
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